
Vol.83
2026.April
Vol.83
2026.April

今回は… 北２病棟

榊原病院の部署のご紹介をします！

榊原の山と桜



令和8年3月3日(火)、当院にて依存症拠点機関研修を開催いたしました。
この研修は、当院が三重県から指定を受けているアルコール・薬物・ギャンブル等依存症の治

療拠点機関として、三重県内の外部機関を対象に開催しています。

「ひとを生かし、ひとと創る」とのタイトルで、三重ダルクの代表市川様にご講演をいただき
ました。院内外合わせて37名の方のご参加をいただきました。三重ダルクは依存症の問題を抱え
る方のためのサポート・コミュニティとして、依存症を手放しその後
の人生までのサポートを実践していただいています。今回は依存症の
サポートを切り口に、三重ダルクの仲間とどのように協力して今の体
制を築いていったか、その経緯、考え方などの内容にも触れられ、様
々な視点からのご講演をいただきました。

講演の中から”ひと”を優先し、仲間を知ろうとする取り組みの中で
その人がその人らしくいられるようにするサポートを具現化してやり
きる力に感銘を受けました。私自身も部署の管理者としてスタッフと
協働していくための参考になる内容ばかりで、大変貴重な学びの機会
となりました。また、今後も引き続き連携を図りながら様々な対象の
患者様をサポートしていけたらと考えています。

当院は今後も依存症治療拠点機関として依存症の問題と支援に関す
る情報発信と普及啓発に努め、よりよい回復の道を共に歩んでいけた
らと思います。
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暖かいを通り越して暑い日もチラホラ出てきた今日この頃。栄養管
理室からみえる山と空は今日もきれいです。

さて、今回の栄養コラムは４月の旬の食材について紹介します。

・春キャベツ：葉がやわらかく、サラダや炒め物にピッタリです♪
・たけのこ：あく抜きに少々手間はかかりますが、その分食べた時

の満足感は格別！？
煮物、てんぷら、炊き込みご飯でどうぞ♪

・アスパラガス：柔らかく、甘みが増します。茹でたり、炒めたり
と美味しく召し上がれます♪

・いちご：そのまま食べてももちろんですが、ジャムやデザートに
添えてもOKです♪

・かつお：秋の「戻り鰹」くらべて脂身が少なくあっさりした味わい
です。薬味をたっぷり乗せて「たたき」でお召し上がり
ください♪

春も、美味しく栄養価の高い食材がいっぱいです。
旬の食材を食卓に取り入れて

楽しんでいただければ幸いです♪

栄養コラム

春の旬をいただきます

4月のデイケアカレンダーは、アネモネがいっぱ
いです

依存症研修「ひとを生かし、ひとと創る」を開催して

お花見弁当を作りました。

南１病棟師⾧ 鈴木 啓介


